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こ
の
た
び
、
平
成
22
年
秋
の
叙
勲

に
お
き
ま
し
て
、
元
町
長
の
川
口
幸

一
さ
ん
が
旭
日
双
光
章
を
受
章
さ
れ

ま
し
た
。

　

川
口
さ
ん
は
、
昭
和
58
年
７
月
、

勝
浦
町
議
会
議
員
に
当
選
以
来
、
平

成
６
年
１
月
ま
で
の
間
、
議
会
活
動

に
専
念
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
元
年
か
ら
平
成
３
年

ま
で
は
副
議
長
と
し
て
議
会
運
営
に

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
平
成
６
年
２
月
、
町
民

の
信
託
の
も
と
勝
浦
町
長
に
当
選
以

来
、
平
成
18
年
２
月
ま
で
の
間
、
３

期
12
年
に
わ
た
り
町
政
の
発
展
及
び

広
域
行
政
、
地
方
分
権
の
推
進
な
ど

に
尽
力
す
る
と
と
も
に
、
高
邁
な
政

治
理
念
を
も
っ
て
地
方
自
治
の
発
展

及
び
住
民
福
祉
の
向
上
に
多
大
の
貢

献
を
果
た
さ
れ
ま
し
た
。

　

川
口
さ
ん
の
町
に
対
す
る
こ
れ
ま

で
の
ご
功
績
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
今
回
の
受
章
に
対
し
、

心
か
ら
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。


　

10
月
31
日
㈰
、
生
名
自
主
防
災
隊

が
地
域
防
災
力
の
向
上
に
貢
献
し
て

い
る
こ
と
が
評
価
さ
れ
、
県
知
事
表

彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

地
域
に
育
っ
た
防
災
リ
ー
ダ
ー
を

中
心
に
、
防
災
に
関
す
る
研
修
会
を

実
施
し
、
防
災
講
演
会
の
実
施
や
、

集
会
所
に
設
置
し
た
Ａ
Ｅ
Ｄ
に
よ
る

普
通
救
命
講
習
会
を
開
催
す
る
な
ど
、

町
内
の
自
主
防
災
活
動
の
牽
引
役
と

し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
四
国
霊
場
二
十
番
札
所

﹁
鶴
林
寺
﹂
の
門
前
町
で
あ
る
た
め
、

四
国
の
道
︵
へ
ん
ろ
道
︶
の
整
備
や

避
難
所
・
救
護
所
の
案
内
表
示
、
巡

礼
者
の
急
病
時
の
対
応
に
日
頃
か
ら

尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
安
心
安
全
な
町
づ
く

り
へ
の
ご
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

〜生名自主防災隊〜

川 口 幸 一 氏

旭
日
双
光
章
の
受
章

受 賞

とくしま
自主防災
活 動 賞
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２
０
１
０
年
度
中
学
生
の
税
に
つ

い
て
の
作
文
に
お
い
て
勝
浦
中
学
校

３
年
の
中
尾 

愛
さ
ん
が
財
団
法
人

大
蔵
財
務
協
会
理
事
長
賞
な
ら
び
に

徳
島
県
知
事
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
　

　

受
賞
で
き
て
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

11
月
10
日
の
表
彰
式
で
は
、
飯
泉
嘉

門
知
事
よ
り
賞
状
を
手
渡
し
て
い
た

だ
き
、
お
祝
い
の
言
葉
を
か
け
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
、
こ
の
作
文
を
書
く
こ
と
で

改
め
て
税
の
意
義
に
つ
い
て
考
え
、

税
に
つ
い
て
の
正
し
い
知
識
を
も
つ

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
何

よ
り
も
家
族
の
喜
ぶ
顔
が
見
ら
れ
た

こ
と
が
、
私
に
と
っ
て
の
大
き
な
喜

び
と
な
り
ま
し
た
。　

中学生の税についての作文コンクール 受賞

第４回 学校給食・学校における食育に関する絵画

中
尾 

愛
さ
ん 
受
賞
の
コ
メ
ン
ト

　

財
団
法
人
学
校
給
食
研
究
改
善
協
会
が

﹁
食
﹂
の
大
切
さ
や
楽
し
み
を
実
感
し
、

食
に
関
す
る
理
解
と
知
識
の
増
進
が
図
ら

れ
る
こ
と
な
ど
を
目
的
と
し
た
﹁
第
４
回

学
校
給
食
・
学
校
に
お
け
る
食
育
に
関
す

る
絵
画
﹂
募
集
に
応
募
し
た
生
比
奈
小
学

校
４
年
、
大
岡
優
菜
さ
ん
が
、
全
国
６
０

０
０
点
以
上
の
作
品
の
中
か
ら
文
部
科
学

大
臣
賞
を
始
め
と
す
る
最
優
秀
賞
︵
11

点
︶
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

私
は
ご
飯
が
大
好
き
で
す
。
そ
の
お
米

を
作
っ
て
い
る
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
い
ね
か

り
の
絵
を
描
い
て
、
賞
を
も
ら
っ
て
と
て

も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

や
家
族
の
み
ん
な
も
よ
ろ
こ
ん
で
く
れ
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
ご
飯
を
食
べ
て
、
脳

に
栄
養
を
つ
け
て
い
き
た
い
で
す
。

大
岡
優
菜
さ
ん
の
喜
び
の
こ
と
ば

　11月12日㈮から15日㈪まで東京都において行われた第59
回全国青年大会に、勝浦町青年会からイグアナＤＯＮ（フット
サル）と50’Ｓ（ボウリング）が出場しました。
　この大会は、全国の地域で活動する青年たちが友情を深め、
地域社会におけるスポーツと文化の裾野を拡げることを目的と
したものです。町内各チームの試合結果は次のとおりです。

第１試合　０－０　対 福井
第２試合　３－３　対 福島
第３試合　２－３　対 岩手

18チーム中11位
イグアナＤＯＮ
（フットサル） 50’Ｓ （ボウリング）

全国青年大会
第59回 

出場
全国青年大会
第59回 

出場

最優秀賞受賞
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3,000人来場
に

　平成23年3月オープン予定の勝浦町初の「道の駅」※ 

名称決定イベントが、かつうら元気市で行われ、投

票の結果「ひなの里かつうら」に決定しました。

「ひなの里かつうら」の名称は勝浦町棚野の河野伊津

子さん、阿南市在住の久米典佳さん、長谷英子さん

の３名が応募した名称で、河野さんらには記念品が

渡されました。

　11月21日①、勝浦町星谷運

動公園でかつうら元気市2010

が開催されました。

　かつうら元気市には、町内外

から3,000人が訪れ、みかんの

皮むきや大声大会、道の駅名称

投票などのイベントを楽しみま

した。また、猪汁をはじめとす

るＣ級（地域級）グルメも大盛

況でした。

　みかんの皮むきと大声大会の

優勝者は右のとおりです。

大 声 大 会

大人男性部門

いわたしんじ さん　115.6デシベル

大人女性部門

土本しおり さん　   111.0デシベル

子ども男の子部門

戸川ひかる くん　   112.4デシベル

子ども女の子部門

桃 本 和 佳 ちゃん　 113.6デシベル

　今や勝浦といえばひな祭りが代名詞のようになりま

した。それにちなんで名前をつけてみました。雛人形

のようにほっこりと集まってくれる道の駅であってほ

しいと思います。 河野さん談

※（仮称）道の駅「ひなの里かつうら」は、県道徳島上那賀線の生名地区で
整備を進めている休憩施設であり、「道の駅」への登録を目指しています。

道の駅

平成22年11月16日採用

木 島 大 輔
（横瀬）

【趣味・特技は？】  野球

【一言お願いします】　

　勝浦町のみなさん、はじめまして。

11月より東京から転入して参りまし

た木島と申します。

　来春オープン予定の「道の駅」のス

タッフとして働かさせていただく事と

なりました。この勝浦町の素晴らしさ

を一人でも多くの人に発信出来るよう

努めて参りますので、町で見かけた際

には声をかけて頂けたら嬉しいです。

　どうぞよろしくお願い致します。

道の駅 名称決定 勝浦町地域おこし
協力隊のご紹介

みかんの皮むき

藤 井 俊 男 さん　    169.1婸

ひなの里かつうらひなの里かつうらひなの里かつうらひなの里かつうらひなの里かつうら

藤 井 俊 男 さん

いわたしんじ さん

※

※

まちかど散歩みち
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ひなの里かつうら

　

恒
例
の
今
山
農
村
舞
台
公
演
が
11
月
13

日
㈯
に
今
宮
神
社
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
香
川
県
か
ら
と
ら
ま
る
人
形

劇
団
を
招
き
、﹁
カ
ミ
ナ
リ
さ
ま
の
お
し

ご
と
﹂
の
人
形
劇
を
は
じ
め
、
地
元
保
存

会
の
﹁
恵
比
寿
舞
﹂、
こ
ど
も
阿
波
人
形

芝
居
教
室
と
勝
浦
座
の
人
形
浄
瑠
璃
と
盛

り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
、
町
内
外
の
観
客

を
沸
か
せ
ま
し
た
。
ま
た
、
地
元
保
存
会

の
皆
さ
ん
が
、
み
か
ん
や
蒸
か
し
イ
モ
を

無
料
で
ふ
る
ま
う
な
ど
、
来
場
し
た
皆
さ

ん
を
手
厚
く
歓
迎
し
ま
し
た
。

　

第
３
回
東
と
く
し
ま
小
学
生
俳
句
大

会
の
表
彰
式
と
作
品
展
が
勝
浦
町
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
11
月
６
日
㈯
の
表
彰

式
に
は
徳
島
東
部
12
市
町
村
の
受
賞
者

65
名
が
出
席
し
、
市
町
村
長
と
市
町
村

教
育
委
員
会
教
育
長
か
ら
直
接
表
彰
状

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
同
時
に

開
催
さ
れ
た
作
品
展
に
は
入
選
作
品
１

２
０
句
が
展
示
さ
れ
、
町
内
外
か
ら
多

数
の
入
場
者
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

勝
浦
町
の
特
賞
と
入
選
作
品
は
次
の

と
お
り
で
す
。

　

勝
浦
町
長
賞

生
比
奈
小
学
校
５
年　

福
良
佳
那
子 

さ
ん

ヒ
マ
ワ
リ
も
暑
い
暑
い
と
下
を
向
く

　

勝
浦
町
教
育
長
賞

横
瀬
小
学
校
６
年　

勢
田
真
友
花 

さ
ん

風
り
ん
が
真
夏
の
風
と
話
し
て
る

　

勝
浦
町
入
選
作
品

生
比
奈
小
学
校
６
年　

石
川
ま
ど
か 

さ
ん

た
く
さ
ん
の
香
り
を
運
ぶ
夏
風
が

生
比
奈
小
学
校
６
年　

山
路
い
ず
み 

さ
ん

セ
ミ
が
鳴
き
夏
が
き
た
よ
と
知
ら
せ
て
る

生
比
奈
小
学
校
６
年　

上
村
沙
也
香 

さ
ん

風
ふ
い
て
ふ
う
り
ん
の
音
い
い
き
も
ち

生
比
奈
小
学
校
５
年　

森 

脇 

聡 

哉 

く
ん

太
陽
に
ま
け
ず
に
ひ
ま
わ
り
花
咲
か
す

横
瀬
小
学
校
６
年　

秋 

成 　

 

澪 

く
ん

い
わ
し
雲
空
を
泳
い
で
ど
こ
い
く
か

横
瀬
小
学
校
５
年　

谷　

威
吹 

く
ん

夏
休
み
元
気
い
っ
ぱ
い
せ
み
の
声

横
瀬
小
学
校
５
年　

稲 

井 

る 

い 

さ
ん

庭
先
の
ひ
ょ
う
た
ん
い
っ
ぱ
い
ゆ
う
ら
ゆ
ら

横
瀬
小
学
校
５
年　

西
山
可
奈
子 

さ
ん

ひ
ま
わ
り
が
か
た
を
並
べ
て
せ
い
く
ら
べ　

今山保存会（今山座）の皆さんの恵比寿舞
　毎年，足を運んでくれる観客の皆さんを手厚く歓迎

しています。観客の皆さんは満足して帰られました。

とらまる人形劇団の人形劇
　農村舞台とパペット人形の組み合わせが

とても新しく感じられました。

こども阿波人形芝居教室の皆さん
　今年始めたばかりの小学生が見事にデコ人形を遣

い「傾城阿波の鳴門　巡礼歌の段」を演じてくれま

した。その上達ぶりに大人たちも感心していました。

今
山
農
村
舞
台

今
山
農
村
舞
台
公
演
公
演

今
山
農
村
舞
台

今
山
農
村
舞
台
公
演
公
演

今
山
農
村
舞
台
公
演

東
と
く
し
ま
小
学
生

東
と
く
し
ま
小
学
生

俳
句
大
会
表
彰
式

俳
句
大
会
表
彰
式

第３回東とくしま小学生俳句大会表彰式
11月６日⑦　勝浦町農村環境改善センター

東とくしま小学生俳句大会作品展
11月６日⑦～12日⑥　

勝浦町図書館２階視聴覚室

第3回

東
と
く
し
ま
小
学
生

俳
句
大
会
表
彰
式

ひなの里かつうら

まちかど散歩みち
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　ファミリースポーツフェスティバルが10月31日㈰に勝浦中学

校グラウンド及び体育館・農業センターにおいて開催されました。

　開催日当日は、台風接近の影響もありましたが、グラウンドや

体育館で行われた様々なニュースポーツに加え、昨年行われ好評

だった大縄飛びや４人５脚などの団体種目、体力測定などにたく

さんの方々が参加され、スポーツの秋を楽しんでいただきました。

　開会式では、スポーツ面で活躍された方々が、勝浦町長表彰、

勝浦町教育委員会表彰を受賞されました。

　ご協力くださいました関係団体及び関係各位のみなさま方に、

厚くお礼を申し上げます。ありがとうございました。

表彰された方々は次のとおりです。

  町長表彰

宮 本 慎 也（弓道）

第65回国民体育大会・弓道（遠的）

少年男子 第３位

  教育委員会表彰

藤木千恵美（タッチラグビー）

第５回タッチラグビー日本選手権出場

西 田 　 望（空手道）

第10回全日本少年少女空手道選手権
大会出場（小学２年男子形の部）

  大縄とび結果

優　勝　115回（勝浦中学校男子）

準優勝  　98回（Bamboo）

第３位　  70回（ポポチング☆）
　　　　　　　　　　　（注　2回の合計回数）

  ４人５脚結果

優　勝　かあちゃん

準優勝　ちどりあし

第３位　かせやまクラブ
　　　　　　　（注　年齢によるハンデあり）

ハンデ抜きの最速タイム記録チー

ムは焼き肉大好きチーム（勝浦キッ

ズミニバス女子）の35.36秒でした。

優勝：勝浦中学校男子

優勝：かあちゃん

ファミリースポーツフェスティバルファミリースポーツフェスティバル

　阿波勝浦ライオンズクラブは、11月７日

㈰、勝浦中学校グラウンドにて、グラウン

ドゴルフ大会を行いました。今回は、スポ

ーツクラブK-Friendsと共催し、祖父母、

親子の3世代の参加を募集いたしました。

85名の参加者の内12名の子ども達も一緒

に、ベテラン選手にご指導いただきながら、

初めてのグラウンドゴルフを楽しみました。

　次回のご参加をお待ちしております。

第28回 阿波勝浦ライオンズクラブ杯争奪戦　

グラウンドゴルフ大会3世代交流

ファミリースポーツフェスティバル

まちかど散歩みち
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法
務
省
及
び
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合

会
は
、
関
係
機
関
等
の
協
力
を
得
て
、
12

月
４
日
か
ら
10
日
︵
人
権
デ
ー
︶
ま
で
を

﹁
人
権
週
間
﹂
と
定
め
、
世
界
人
権
宣
言

の
意
義
を
訴
え
る
と
と
も
に
人
権
尊
重
思

想
の
普
及
高
揚
に
努
め
て
き
た
と
こ
ろ
で

す
が
、
本
年
も
、
同
週
間
を
﹁
第
62
回
人

権
週
間
﹂
と
し
て
、
各
種
行
事
を
実
施
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

そ
こ
で
、
徳
島
地
方
法
務
局
と
徳
島
県

人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、

・
「
み
ん
な
で
築
こ
う　

人
権
の
世
紀
」 

　

〜
考
え
よ
う　

相
手
の
気
持
ち

　
　

育
て
よ
う　

思
い
や
り
の
心
〜

・
女
性
の
人
権
を
守
ろ
う

・
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う

・
高
齢
者
を
大
切
に
す
る
心
を
育
て
よ
う

・
障
害
の
あ
る
人
の
完
全
参
加
と
平
等
を

　

実
現
し
よ
う

・
部
落
差
別
を
な
く
そ
う

・
ア
イ
ヌ
の
人
々
に
対
す
る
理
解
を
深
め
よ
う

・
外
国
人
の
人
権
を
尊
重
し
よ
う

・
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
や
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
等

　

に
対
す
る
偏
見
を
な
く
そ
う

・
刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
に
対
す
る
偏

　

見
を
な
く
そ
う

・
犯
罪
被
害
者
と
そ
の
家
族
の
人
権
に
配

　

慮
し
よ
う

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し
た
人
権
侵

　

害
は
止
め
よ
う

・
性
的
指
向
を
理
由
と
す
る
差
別
を
な
く
そ
う

・
ホ
ー
ム
レ
ス
に
対
す
る
偏
見
を
な
く
そ
う

・
性
同
一
性
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
を

　

な
く
そ
う

・
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
に

　

対
す
る
認
識
を
深
め
よ
う

・
人
身
取
引
を
な
く
そ
う

を
人
権
週
間
の
強
調
事
項
と
し
て
各
種
の

啓
発
活
動
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。
お
互
い
に
相
手
の
人
権
を
尊
重
し
、

一
人
一
人
が
人
権
に
つ
い
て
改
め
て
考
え

て
、
豊
か
な
人
間
関
係
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

人
権
に
つ
い
て
の
悩
み
事
は
、
人
権
擁
護

委
員
や
法
務
局
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相

談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

　

勝
浦
町
で
は
、
第
２
・
４
金
曜
日
午
後

１
時
か
ら
４
時
30
分
ま
で
、
勝
浦
町
住
民

福
祉
セ
ン
タ
ー
１
階
研
修
室
で
人
権
相
談

を
行
っ
て
い
ま
す
。
人
権
擁
護
委
員
は
、

次
の
方
々
で
す
。

　

滝 

花 

恒 

子 

さ
ん
︵
棚 

野
︶

　

湯 

浅 

芳 

洋 

さ
ん
︵
掛 

谷
︶

　

美 

馬 

晴 

幸 

さ
ん
︵
与
川
内
︶

　

大
久
保 

十
祈
子 

さ
ん
︵
今 

山
︶

■
お
問
い
合
わ
せ

　

徳
島
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

　

☎
０
８
８︵
６
２
２
︶４
８
９
４

　

心
身
の
発
育
や
発
達
な
ど
に
関
す
る
相

談
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

■
日
時　

12
月
16
日
㈭ 

 

　
　
　
　

午
後
２
時
〜
３
時

■
場
所　

勝
浦
町
住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー　

　

小
松
島
療
育
セ
ン
タ
ー
相
談
員
が
相
談

に
応
じ
ま
す
。

■
予
約
・
申
し
込
み　

　

福
祉
課  

保
健
師　

12
月
６
日
㈪
ま
で

※

予
約
が
な
い
方
は
、 

当
日
受
け
る
こ
と

　

が
で
き
ま
せ
ん
。

〜
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
〜

　

勝
浦
町
で
は
、
障
害
の
あ
る
方
が
自
立

し
た
日
常
生
活
や
社
会
生
活
を
営
む
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
支
援
す
る
た
め
、
相
談

事
業
者
に
委
託
し
相
談
支
援
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。 

　

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
い
が
ど
う
す
れ
ば

い
い
か
わ
か
ら
な
い
と
か
、
生
活
す
る
上

で
困
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

︽
相
談
支
援
委
託
先
︾

　

社
会
福
祉
法
人　

悠
林
舎　

シ
ー
ズ

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
８
８
４︵
２
４
︶３
３
６
６

　

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
８
８
４︵
２
３
︶０
２
６
３

　

メ
ー
ル  a

n
a
n

＠seed
s.o

r.jp

　

そ
の
ほ
か
、
障
害
者
当
事
者
団
体 

︵
県

身
体
障
害
者
連
合
会
・
県
手
を
つ
な
ぐ
育

成
会
・
県
精
神
障
害
者
家
族
連
合
会
︶ 

が 

﹃
障
害
者
サ
ポ
ー
ト
ダ
イ
ヤ
ル
﹄ 

を
開
設

し
て
い
ま
す
。 

障
害
種
別
で
相
談
に
対
応

し
て
い
ま
す
。

　

※

ど
ち
ら
の
相
談
も
無
料
で
す
。 

　

※

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
守
り
ま
す
。　

第
62
回 
人
権
週
間

障
害
者
相
談
支
援
事
業

子
ど
も
の
発
達
相
談
に
つ
い
て

精神障害者 知的障害者 身体障害者 障害
種別

月・水・金
９時~15時 月~金　９時~17時

徳島県立総合福
祉センター１階 徳島県立障害者交流プラザ３階

k
e
n
sin

re
n

  @
k
o
u
ry

u
-p

la
z
a
.jp

to
k
u
-ik

u
se

ik
a
i

  @
k
o
u
ry

u
-p

la
z
a
.jp

携帯 FAX TEL メール FAX TEL メール FAX TEL

０
８
８︵
６
３
１
︶６
２
４
０

０
８
８︵
６
３
１
︶６
２
１
１

０
８
８︵
６
３
１
︶２
７
２
０

０
８
８︵
６
３
１
︶２
７
１
９

０
９
０︵
５
１
４
２
︶０
３
６
８

０
８
８︵
６
５
４
︶６
６
１
０

０
８
８︵
６
５
４
︶６
６
１
０

日
時

場
所

相　

談　

窓　

口

福
祉 

課

■
問
い
合
わ
せ　
　

☎
︵
４
２
︶１
５
０
２　

IP
㈹
０
５
０
︵
３
４
３
８
︶７
１
４
８
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毎
年
恒
例
の
勝
浦
町
文
化
祭
を
次
の
と

お
り
開
催
し
ま
す
。
個
人
、
グ
ル
ー
プ
を

問
わ
ず
一
般
か
ら
の
作
品
を
広
く
募
集
し

て
い
ま
す
。
詳
細
は
町
広
報
の
折
り
込
み

チ
ラ
シ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧

を
い
た
だ
き
、
出
品
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

勝
浦
町
教
育
委
員
会
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

■
日
時　

平
成
23
年
１
月
８
日
㈯

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
　
　
　

平
成
23
年
１
月
９
日
㈰

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

■
場
所　

勝
浦
町
住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

３
階
ホ
ー
ル

■
募
集
作
品

写
真
・
書
道
・
油
絵
・
イ
ラ
ス
ト
・
手
工

芸
・
水
墨
画
・
俳
句
・
短
歌
・
彫
刻
・
陶
芸
・

日
本
画
・
洋
画　

そ
の
他
芸
術
作
品

■
作
品
の
搬
入
日
時

　

平
成
23
年
１
月
７
日
㈮

　

午
前
９
時
〜
正
午　

■
搬
入
先

一
般
の
方
は
住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階

へ
直
接
作
品
を
持
参
く
だ
さ
い
。

　

県
内
の
小
・
中
・
高
校
生
を
対
象
と
し

ま
し
た
﹁
平
成
22
年
度　

人
権
に
関
す
る

児
童
生
徒
の
作
品
募
集
﹂︵
あ
い
ぽ
ー
と

徳
島
主
催
︶
に
お
い
て
、
横
瀬
小
学
校
６

年
生
の
廣
瀬 

萌
生
︵
ひ
ろ
せ 

め
い
︶
さ

ん
が
、
小
学
校
ポ
ス
タ
ー
部
門
に
お
い
て

理
事
長
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
い
つ
も
物
心
両

面
に
お
世
話
に
な
り
、
心
よ
り
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
お
正
月
恒
例
の
徳
島
駅
伝
は
、

来
年
の
お
正
月
も
従
来
ど
お
り
の
大
会
日

程
及
び
試
合
形
式
で
、
57
回
目
の
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
す
。

　

１
ヶ
月
後
に
せ
ま
っ
た
大
会
に
向
け
ま

し
て
選
手
、
関
係
者
は
練
習
、
準
備
等
に

一
生
懸
命
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

大
会
を
間
近
に
控
え
、
個
人
練
習
、
合

同
練
習
に
お
い
て
路
上
で
の
練
習
の
機
会

も
増
え
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
次
の
件
に
つ
き
ま
し
て
、
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

①
道
路
で
は
右
側
、
左
側
の
ど
ち
ら
も
走

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
を

お
願
い
し
ま
す
。︵
な
る
べ
く
交
差
点

や
道
路
を
横
断
し
な
い
よ
う
に
す
る
た

め
で
す
。︶

②
夜
間
、
選
手
が
見
え
れ
ば
、
ラ
イ
ト
を

下
向
き
に
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、

お
願
い
し
ま
す
。

③
犬
の
放
し
飼
い
を
止
め
て
く
だ
さ
い
。

　

ナ
イ
タ
ー
陸
上
は
、
火
曜
日
・
金
曜
日

の
夜
に
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
加
え
て
、
９
月
上
旬
か
ら
は
、

毎
週
日
曜
日
の
午
前
10
時
か
ら
勝
浦
中
学

校
集
合
と
い
う
こ
と
で
、
合
同
練
習
を
開

始
し
て
い
ま
す
。

　

走
る
こ
と
に
興
味
の
あ
る
か
た
は
、
是

非
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

平
成
23
年
勝
浦
町
成
人
式
を
次
の
と
お

り
行
い
ま
す
の
で
、
該
当
さ
れ
る
新
成
人

の
方
は
ぜ
ひ
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

平
成
23
年
１
月
２
日
㈰

　
　
　
　

受
付　

午
前
９
時
30
分
〜

　
　
　
　

式
典　

午
前
10
時
〜

■
場
所　

勝
浦
町
農
村
環
境
改
善

　
　
　
　

セ
ン
タ
ー

■
該
当
者　

平
成
２
年
４
月
２
日
か
ら

　
　
　
　
　

平
成
３
年
４
月
１
日
ま
で
に

　
　
　
　
　

生
ま
れ
た
方

　

平
成
17
年
度
勝
浦
中
学
校
卒
業
生
お
よ

び
11
月
30
日
現
在
町
内
に
在
住
し
て
い
る

方
に
は
、
町
教
育
委
員
会
か
ら
ご
通
知
い

た
し
ま
す
。
ほ
か
に
も
該
当
の
方
は
当
日

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
参
加
に
あ
た
り
、
華
美
に
な
ら

な
い
服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

・・・・

勝
浦
町
文
化
祭
の
作
品
募
集

平
成
23
年
成
人
式
に
つ
い
て

﹁
人
権
に
関
す
る
児
童
生
徒
の

作
品
﹂
受
賞
者

勝
浦
郡
陸
上
競
技
協
会
か
ら

の
お
願
い

教
育 

委 

員 

会

■
問
い
合
わ
せ　
　

☎︵
４
２
︶２
５
１
５　

IP
㈹
０
５
０︵
３
４
３
８
︶７
１
４
８
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年
末
年
始
は
、
交
通
量
の
増
加
等
に
伴

う
交
通
事
故
の
多
発
が
予
想
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
交
通
安
全
思
想
の
高
揚
を
図
り
、

正
し
い
交
通
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
の
実
践
を

習
慣
づ
け
、
交
通
事
故
の
防
止
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

■
運
動
重
点

・
飲
酒
運
転
等
無
謀
運
転
の
追
放

・
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

・
夕
暮
れ
時
の
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
と
反

射
材
の
効
果
的
活
用

・
全
席
に
お
け
る
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
と

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
使
用
の

徹
底

■
推
進
事
項

★
飲
酒
運
転
等
無
謀
運
転
の
追
放

　

飲
酒
運
転
等
無
謀
運
転
の
悪
質
性
・
危

険
性
・
交
通
事
故
の
悲
惨
さ
を
認
識
し
、

地
域
、
職
場
、
家
庭
に
お
い
て
飲
酒
運
転

等
無
謀
運
転
を
許
さ
な
い
環
境
づ
く
り
に

努
め
ま
し
ょ
う
！

★
高
齢
者
の
事
故
防
止

　

高
齢
運
転
者
、
道
路
横
断
中
の
高
齢
歩

行
者
等
に
対
す
る
保
護
を
図
り
、
思
い
や

り
の
あ
る
運
転
に
努
め
ま
し
ょ
う
！

★
夕
暮
れ
時
の
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯

　

と
反
射
材
の
活
用

　

歩
行
者
、
自
転
車
や
対
向
車
な
ど
に
車

の
接
近
を
知
ら
せ
る
た
め
、
期
間
中
は
午

後
４
時
30
分
を
目
安
に
早
め
に
ラ
イ
ト
を

点
灯
し
、
歩
行
者
の
保
護
に
努
め
ま
し
ょ

う
！
ま
た
、
歩
行
者
・
自
転
車
利
用
者
は

反
射
材
の
活
用
に
心
が
け
よ
う
！

★
全
席
に
お
け
る
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の

　

着
用
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正

　

し
い
使
用
の
徹
底

　

交
通
事
故
発
生
時
に
お
け
る
被
害
の
防

止
・
軽
減
を
図
る
た
め
、
後
部
座
席
を
含

め
た
同
乗
者
全
員
に
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
正

し
く
着
用
さ
せ
よ
う
！

　

家
庭
や
職
場
で
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
着
用
効
果
に
つ
い
て
話

し
合
い
、
正
し
い
着
用
を
実
践
し
ま
し
ょ

う
！

飲
酒
運
転
撲
滅
月
間
が
実
施
さ
れ

ま
す
。

　

飲
酒
運
転
に
よ
る
悲
惨
な
交
通
事
故
を

一
掃
し
、
県
民
一
人
ひ
と
り
が
飲
酒
運
転

追
放
に
向
け
た
意
識
を
よ
り
強
固
に
醸
成

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
12
月
を
﹁
飲
酒
運
転
撲
滅

月
間
﹂
と
定
め
運
動
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

県
民
総
ぐ
る
み
で
、
﹁
飲
酒
運
転
ゼ
ロ
﹂

を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

★
家
庭
で
は
、
飲
酒
運
転
の
危
険
性
や
悲

惨
な
重
大
事
故
に
つ
い
て
話
し
合
い
、

家
族
や
地
域
ぐ
る
み
で
飲
酒
運
転
追

放
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

★
各
企
業
、
事
業
所
で
は
、
飲
酒
運
転
ゼ

ロ
宣
言
を
実
施
し
、
職
場
ぐ
る
み
で

意
識
啓
発
を
図
り
、
飲
酒
運
転
追
放

に
向
け
た
取
り
組
み
を
推
進
し
ま
し

ょ
う
。

★
酒
類
提
供
の
飲
食
店
及
び
酒
類
販
売
店

な
ど
で
は
、
飲
酒
運
転
撲
滅
協
力
店

に
参
加
し
、
利
用
客
へ
の
飲
酒
運
転

追
放
を
呼
び
か
け
ま
し
ょ
う
。

　

経
済
産
業
省
で
は
、
工
業
統
計
調
査
を

平
成
22
年
12
月
31
日
現
在
で
実
施
し
ま
す
。

　

本
調
査
は
、
製
造
業
を
営
む
事
業
所
を

対
象
と
し
て
、
そ
の
活
動
実
態
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
調
査
し
ま
す
。

　

本
調
査
は
、
国
の
重
要
な
統
計
調
査
で

あ
り
、
調
査
結
果
は
国
や
地
方
公
共
団
体

の
行
政
施
策
の
重
要
な
基
礎
資
料
と
し
て

使
わ
れ
る
ほ
か
、
大
学
や
民
間
の
研
究
機

関
、
小
・
中
・
高
等
学
校
の
教
材
な
ど
広

く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

皆
様
か
ら
ご
提
出
い
た
だ
く
調
査
票
に

つ
い
て
は
、
統
計
法
に
基
づ
き
調
査
内
容

の
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
正
確
な

御
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

http://w
w

w
.m

eti.go.jp/statistics/

経
済
産
業
省
・
徳
島
県
・
勝
浦
町

ゆ
ず
り
合
い　

笑
顔
で
走
ろ
う

阿
波
の
道

■
期
間　

平
成
22
年
12
月
10
日
㈮
〜

　
　
　
　

平
成
23
年
１
月
10
日
㈪

製
造
事
業
所
の
皆
様
へ

飲
酒
運
転
撲
滅
月
間

年
末
年
始
の
交
通
安
全
県
民

運
動
が
始
ま
り
ま
す

infomation

住
民 

課

■
問
い
合
わ
せ　
　

☎
︵
４
２
︶１
５
０
１　

IP
㈹
０
５
０
︵
３
４
３
８
︶７
１
４
８
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役
場
窓
口
業
務

■
休
業
期
間

　

平
成
22
年
12
月
29
日
㈬
〜

　

平
成
23
年
１
月
３
日
㈪

　

こ
の
期
間
中
は
、
所
得
課
税
証
明
書
・

住
民
票
・
印
鑑
証
明
書
・
戸
籍
謄
抄
本
等

全
て
の
証
明
書
交
付
事
務
は
取
扱
い
が
で

き
ま
せ
ん
。

　

婚
姻
届
・
出
生
届
・
死
亡
届
等
は
、
こ

の
期
間
中
で
も
届
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

︵
こ
の
場
合
は
、
宿
直
で
お
預
か
り
す
る

だ
け
で
書
類
審
査
が
で
き
ま
せ
ん
。
で
き

る
だ
け
事
前
に
届
書
の
下
調
べ
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。
︶

　

慌
た
だ
し
い
年
の
瀬
、
急
ぐ
手
続
き
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
お
早
め
に
済
ま
せ
て
下

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

勝
浦
町
総
務
税
務
課

　

☎︵
４
２
︶１
５
０
３  

　

勝
浦
町
住
民
課

　

☎︵
４
２
︶１
５
０
１

　

IP
０
５
０︵
３
４
３
８
︶７
１
４
８

■
休
業
期
間

　

平
成
22
年
12
月
31
日
㈮
〜

　

平
成
23
年
１
月
３
日
㈪

　

年
末
の
ご
み
収
集
は
12
月
30
日
㈭
ま
で

行
い
ま
す
。
年
始
の
ご
み
収
集
は
、
平
成

23
年
１
月
４
日
㈫
か
ら
再
開
し
ま
す
。

　

休
業
期
間
中
は
、
フ
ェ
ン
ス
に
ご
み
を

出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
な
お
、
年
末
は

ご
み
を
出
す
の
が
集
中
し
ま
す
の
で
、
計

画
を
立
て
ご
み
収
集
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

勝
浦
町
住
民
課　

☎︵
４
２
︶１
５
０
１

　

IP
０
５
０︵
３
４
３
８
︶７
１
４
８

 

■
休
業
期
間

　

平
成
22
年
12
月
29
日
㈬ 
午
後
〜

　

平
成
23
年
１
月
６
日
㈭

　

12
月
29
日
㈬
は
、
午
前
中
営
業
し
ま
す
。

平
成
23
年
１
月
７
日
㈮
か
ら
平
常
業
務
を

行
い
ま
す
。

　

な
お
、年
末
は
、特
に
混
み
合
い
ま
す
の

で
、お
早
め
に
お
申
し
つ
け
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

毎
日
衛
生
㈲　

☎︵
４
２
︶２
１
３
９

　　

働
く
意
欲
の
あ
る
高
齢
者
を
対
象
に
、

柿
・
み
か
ん
・
庭
木
等
の
剪
定
知
識
と
技

能
の
向
上
を
図
る
講
習
会
を
実
施
し
ま
す
。

■
期
間　

平
成
23
年
１
月
25
日
㈫
〜

　
　
　
　

２
月
３
日
㈭

　
　
　
　

︵
土
・
日
を
除
く
８
日
間
︶

■
場
所　

勝
浦
町
立
図
書
館
２
階

　
　
　

︵
視
聴
覚
室
︶

■
受
講
定
員　

60
歳
以
上
の
方
15
名

　

※

多
数
の
場
合
は
抽
選
で
決
定

■
受
講
料　

無
料

■
申
込
期
間　

平
成
22
年
12
月
13
日
㈪
〜

　
　
　
　
　
　

12
月
17
日
㈮

■
申
し
込
み　

㈳
勝
浦
町
シ
ル
バ
ー
人
材

　
　
　
　
　
　

セ
ン
タ
ー
事
務
室

　

高
校
、
大
学
等
へ
の
入
学
・
在
学
中
に

か
か
る
費
用
を
対
象
と
し
た
公
的
な
融
資

制
度
で
す
。

■
融
資
額　

学
生
・
生
徒
１
人
あ
た
り

　
　
　
　
　

３
０
０
万
円
以
内

■
利
率　

年
２
・
４
５
％

　

︵
母
子
家
庭
の
方
は
年
２
・
０
５
％
︶

　

︵
固
定
利
率
、平
成
22
年
11
月
１
日
現
在
︶

■
ご
返
済
期
間

　

15
年
以
内
︵
交
通
遺
児
家
族
ま
た
は
母

　

子
家
庭
の
方
に
つ
い
て
は
18
年
以
内
︶

■
お
使
い
み
ち　

　

入
学
金
、
授
業
料
、
教
科
書
代
、
ア
パ

　

ー
ト
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
敷
金
・
家
賃

■
保
証　

㈶
教
育
資
金
融
資
保
証
基
金　

　

︵
連
帯
保
証
人
に
よ
る
保
証
も
可
能
︶

■
問
い
合
わ
せ

　

﹁
国
の
教
育
ロ
ー
ン
﹂
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
５
７
０︵
０
０
８
︶６
５
６

　

☎
０
３︵
５
３
２
１
︶８
６
５
６

｢

国
の
教
育
ロ
ー
ン｣

緑
地
環
境
整
備
講
習　

受
講
者
募
集

  

し
尿
収
集
業
務

  

ご
み
収
集
業
務

知

お

ら 

せ

年
末
年
始
の

休
業

に
つ
い
て
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21
世
紀
出
生
児
縦
断
調
査
︵
平
成
22

年
出
生
児
︶に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
少
子
化
が
進
行
す

る
今
日
、
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て

る
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
の
基
礎
資

料
と
す
る
た
め
、
21
世
紀
に
生
ま
れ
た
お

子
さ
ん
を
対
象
と
し
て
、
お
子
さ
ん
の
成

長
の
様
子
や
子
育
て
の
状
況
、
子
育
て
の

悩
み
な
ど
の
変
化
を
毎
年
続
け
て
把
握
す

る
﹁
21
世
紀
出
生
児
縦
断
調
査
﹂
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
平
成
13
年
生
ま
れ
の
お
子
さ

ん
を
対
象
に
９
回
に
わ
た
っ
て
調
査
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
今
回
新
た
に

平
成
22
年
生
ま
れ
の
お
子
さ
ん
を
対
象
と

し
た
調
査
を
開
始
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

対
象
に
選
ば
れ
た
み
な
さ
ま
に
は
、
調

査
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

★
調
査
の
対
象
は
、

平
成
22
年
５
月
10
日
か
ら
５
月
24
日
の

間
に
生
ま
れ
た
す
べ
て
の
お
子
さ
ん
を

対
象
と
し
て
い
ま
す
。

★
調
査
の
期
日
は
、

　

平
成
22
年
12
月
１
日
現
在
と
し
て
い
ま
す
。

★
調
査
の
し
か
た
は
、

調
査
票
を
、
平
成
22
年
11
月
中
旬
ご
ろ
、

ご
自
宅
に
郵
送
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

12
月
１
日
現
在
の
状
況
で
記
入
し
、
12

月
17
日
ま
で
に
、
同
封
の
返
信
用
封
筒

に
入
れ
て
ポ
ス
ト
に
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。

★
調
査
の
発
表
は
、

調
査
結
果
は
概
況
と
し
て
公
表
し
、
厚

生
労
働
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

ま
す
。

　

﹁
統
計
調
査
結
果
﹂↓﹁
最
近
公
表
の
統

　

計
資
料
﹂

http://w
w

w
.m

hlw
.go.jp/toukei/sai

kin/index.htm
l

　

お
答
え
い
た
だ
い
た
調
査
票
は
統
計
的

に
処
理
し
、
回
答
内
容
や
個
人
情
報
が
外

に
出
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
調

査
結
果
は
統
計
及
び
研
究
資
料
以
外
に
は

一
切
使
用
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
、
あ
り
の

ま
ま
を
お
答
え
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

厚
生
労
働
省
大
臣
官
房
統
計
情
報
部

　

社
会
統
計
課
縦
断
調
査
室

　

出
生
児
調
査
係
Ｂ

　

☎
㈹
０
３︵
５
２
５
３
︶１
１
１
１

　

︵
内
線
７
５
６
６
︶

　

☎
(直)
０
３︵
３
５
９
５
︶２
３
２
１

　

︵
月
〜
金　

９
時
30
分
〜
18
時
15
分
︶

　

FAX 

０
３︵
３
５
９
５
︶１
６
３
９

　

E-m
ail  b-cohort@

m
hlw

.go.jp

ピ
ザ
＆
ケ
ー
キ
づ
く
り
教
室

■
日
時　

12
月
23
日︵
祝
・
火
︶

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
２
時

■
場
所　

ふ
れ
あ
い
の
里
さ
か
も
と

　
　
　
　

︵
現
地
集
合
︶

■
参
加
費　

１
名　

５
０
０
円

■
定
員　

先
着
30
名

■
対
象　

幼
児
・
小
学
校
児
童
の
親
子

　
　
　
　

及
び
祖
父
母

■
申
し
込
み
先　

Ｋ-—

Ｆ
ｒ
ｉ
ｅ
ｎ
ｄ
ｓ

■
申
し
込
み
締
め
切
り　

12
月
６
日
㈪

　

徳
島
保
健
所
で
は
、
う
つ
病
で
治
療
中

の
人
を
支
え
る
家
族
を
対
象
に
、
う
つ
病

に
つ
い
て
の
正
し
い
知
識
や
対
応
に
つ
い

て
情
報
を
提
供
し
、
家
族
の
役
割
や
患
者

を
支
え
る
力
を
高
め
る
た
め
、
家
族
教
室

を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

■
開
催
日
お
よ
び
内
容

第
１
回

　

12
月
14
日
㈫　

午
前
10
時
〜
正
午

　
　
　
　
　
　

   　

︵
受
付
９
時
30
分
〜
︶

﹁
う
つ
病
に
関
す
る
基
礎
知
識
﹂

　
　

田
岡
東
病
院　

精
神
科
医
師

　

洲　

 

日
出
一 

先
生

第
２
回

　

12
月
17
日
㈮　

午
前
10
時
〜
正
午

　
　
　
　
　
　

   　

︵
受
付
９
時
30
分
〜
︶

﹁
知
っ
て
お
き
た
い
家
族
の
対
応
﹂

　
　

城
西
病
院　

精
神
保
健
福
祉
士

　
　
　
　
　

月 

岡 

麻 

実 

先
生

■
場
所　

徳
島
保
健
所

　
　
　
　

(

徳
島
市
新
蔵
町
３
丁
目
80)

■
定
員　

30
名

■
料
金　

無
料

■
申
込

　

お
電
話
に
て
12
月
８
日
㈬
ま
で
に
徳
島

保
健
所  

健
康
増
進
担
当  

☎
０
８
８︵
６

０
２
︶８
９
０
５
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

う
つ
病
家
族
教
室
に
つ
い
て

平
成
22
年
５
月
10
日
か
ら

５
月
24
日
に
生
ま
れ
た
お
子

さ
ん
の
保
護
者
の
み
な
さ
ま
へ

徳
島
県
安
心
こ
ど
も
基
金
事
業

レ
ッ
ツ
！
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
リ
ス
マ
ス
!!

infomation
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◆時　間　午前10時～11時30分
◆場　所　勝浦みかん保育園
　　　　　☎42-2246 
◆対象者　０歳～５歳
　　　　　（家庭で保育されている
　　　　    子どもと保護者） 

 子育てサロン「こあら組」予定 

　勝浦みかん保育園では、子育てに関する相
談を行っています。
　気軽にご相談ください。  
◆相談時間　平日８時30分～17時30分
◆場　所　勝浦みかん保育園 
◆内　容　乳幼児に関する来所相談・電話相談

※お願い

　駐車場のスペースが限られていま

すので、お車の方はできるだけ乗り

合わせて来て下さい。お近くの方は

徒歩等でお越し下さい。 

１日 ☆クリスマス飾り作りをしましょう

８日 ☆身体測定　看護師による発育・健康相談
☆年賀状を作りましょう

15日 ☆12月生まれの誕生会
☆クリスマス会

22日 ☆保育園のお友だちと一緒に餅つきをしましょう

12月

◆日時　毎週火曜日　午前10時30分～11時30分
◆場所　こどものひろば（沼江）
◆対象者　0～5歳児（家庭で保育されている子ども
　　　　と保護者）並びに妊婦さん

　子育てサークル「はぐくみクラブ」の12月の
行事をお知らせします。お母さん同士の交流を
広げ、親も子供も気軽に楽しめるサークルです。
　一度遊びにきませんか。

《活動報告》
　10月26日に、秋の遠足でアンパンマン列車に乗り

ました。子供たちも大はしゃぎで、アンパンマン列

車を楽しみました。

育児相談

◆行事
　予定 ７日㈫　親子ヨガ  （動きやすい服装で。バス　　　　　  タオルと飲み物を用意してください。）

17日㈮　クリスマス会（折り込みチラシ　　　　 にて申し込みが必要）

14日㈫　お休み

21日㈫　まつぼっくりでクリスマスツリー作り

※園庭開放は、毎日９時30分～15時30分まで行っています。

※22日のこあら組は、偶数月の第４週ですが、勝浦みかん保
育園で行います。

保育園のお友達と一緒に焼き芋を食べたよ☆

「総勢70名と、たくさんの方が参加してくれました!!」

子育て支援センター事業からのお知らせ

子育てサークル「はぐくみクラブ」からのお知らせ

■こどものひろば　　☎（44）2026　IP 050（3438）9813  
　　　　　　　　　　URL  http://blog.goo.ne.jp/hagukumi_2006問い合わせ・申込先
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?!?!?!?!?!?!?!?!?!?!?!?!?!??!?!?!?!?!?!?!?!?!?!?!?!?!?　老齢もしくは退職を支給事由とする年
金は、所得税法上「雑所得」として所得
税がかかります。
　翌年支払われる年金から所得税の各種
控除を受けるためには、現在、社会保険
業務センターから送付の「扶養親族等申
出書」を提出していただき、年金にかか
る所得税の計算を行いますので、提出期
限 平成22年12月１日までに社会保険
業務センターへ提出してください。
　提出が遅れたり、提出されなかった場
合には、各種控除が受けられず、提出し
た場合と比べて多くの所得税が源泉徴収
されますので、ご注意ください。

　なお、次の方は課税の対象となりませ
んので、申告書の提出は必要ありません。
❖ 支払年金額(年額)が108万円未満の方
（65歳以上は158万円未満の方）
❖ 障害年金・遺族年金を受けている方

次のような方は、扶養親族等申告書を提出した場合で
も、税務署に確定申告が必要となります。

・・年の途中で、扶養親族等の人数が増減するなどによ
り申告した扶養親族等申告書の内容に変更が生じた
方（扶養親族等が年の途中で死亡された場合は、そ
の年の扶養親族等として申告できます。）

・年金以外の収入（給与など）がある方　

・他の公的年金を受給している方

・生命保険料控除、社会保険料控除、医療費控除など
　を受けようとする方

申告書を提出した場合は、確定申告の必要はないのですか？Q2

A2

提出期限が過ぎてしまった場合、どうすればよいですか？

提出期限が過ぎてしまった場合でも、すみやかにご提
出ください。

Q3

A3

扶 Q&A

Q1

A1

扶養親族等申告書が送付されてきましたが、扶養親族
等がいない場合も提出する必要がありますか？　　　

当該申告書が提出されないとご自身の基礎控除等を
受けることができませんので、控除を受けるために
提出してください。

医療費増加の主な理由は？

② 生活習慣病など慢性疾患患
　 者の増加
　生活環境の変化、食生活の向上
などにより高血圧などの慢性疾患
で受診する人が増えていること。

③ 医療機関へのかかり方   
    によるもの
　重複受診や医師の指示に従
わないなど、かかり方によっ
て医療費が増えていること。

① 医学・医療技術の進歩
　医学・医療技術の進歩によ
って、高度な医療を受けるこ
とが増え、一件あたりの医療
費が高くなっていること。

「扶養親族等申告書扶養親族等申告書」は期限まで期限までに提出提出を!「扶養親族等申告書扶養親族等申告書」は期限まで期限までに提出提出を!「扶養親族等申告書」は期限までに提出を!

国 保 医 療 費と

定期的に健康診
断を受け、病気
の早期発見、早
期治療を心がけ
ましょう。

緊急時以外は、
時間外、休日
診療はなるべ
く避けましょ
う。

お医者さん
を信頼し、
指示を守り
ましょう。

薬を必要以
上にたくさ
ん欲しがる
のはやめま
しょう。

分からないこ
と、知りたい
ことは、きち
んと聞くよう
にしましょう。

同じ病気でのお
医者さんのかけ
もちはやめ、か
かりつけ医を持
ちましょう。

医療費医療費は有効有効につかいましょう つかいましょう 医療費は有効につかいましょう 

医療費を有効に使うための上手なお医者さんのかかり方 ! !
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〈 問い合わせ 〉 福祉課 保健師
☎（42）1502   IP 050（3438）714812月の保健行事

　内科外来では、予約による診察を行っています。平成23年
１月から、予約に関する電話（新規予約・変更・取消等）は、
午後３時から午後５時までの間にお願いいたします。
　ご迷惑をお掛けしますが、ご協力をお願いいたします。

内科外来予約内科外来予約
に関する電話に関する電話
受付について受付について

内科外来予約
に関する電話
受付について

内　　容 受付時間 場　所 持参するもの日 曜 対  象  者

勝浦病院
☎42-2555　
IP050-3438-7441

勝浦病院
だ よ り

み ん な の 健 康み ん な の 健 康

16 木 健 康 相 談 10：00～11：00 勝 浦 会 館 健康手帳住　民

18 土 男 の 料 理 教 室 9：30～ 住 民 福 祉
セ ン タ ー エプロン男の料理教室会員

17 金
離 乳 食 講 習 会 13：00～13：30 農村環境改善

セ ン タ ー 母子健康手帳平成22年6月1日～
9月30日生まれの子

乳 児 健 康 診 査  13：30～14：00

平成22年12月28日㈫　　　　　　　　　　　   通常診療
平成22年12月29日㈬～平成23年１月３日㈪　 休      診
平成23年１月４日㈫　　　　　　　　　　　　  通常診療

年末・年始の診療
は次のとおりです。
ご注意ください。

勝浦病院勝浦病院

☎42-2555　42-2555　

IPIP050-3438-7441050-3438-7441

勝浦病院

☎42-2555　

IP050-3438-7441

勝浦病院勝浦病院
だ よ りだ よ り
勝浦病院
だ よ り

医師の都合により、12月10日㈮は休診します。

ご迷惑をおかけしますがご了承ください。

小児科から
お知らせ
小児科から
お知らせ

12月の糖尿病教室は次のとおりです。（いずれも火曜日）

場　所　勝浦病院 ２階 多目的室
時　間　午後２時30分から
            １時間程度
費　用　無料です。
その他　申込みは不要で自由参加
　　　　です。お気軽にどうぞ。

日

７日
14日
21日
28日

担  当

内科医師
栄 養 士
薬 剤 師
看 護 師

内  容

糖尿病について
食事について
薬について
生活と運動について

■問い合わせ先　　勝浦町役場・福祉課　保健師　穸（42）1502　IP 050（3438）7148

　64歳以下の方で、生活保護世帯の方・非課税世帯の方は接種料が無料となりま

す。償還払いをしますので、ワクチン接種後、医療機関の領収書・接種済証・

印・振込み先のわかる通帳をご持参の上、役場福祉課で手続きをしてください。

接 種 期 間 平成22年10月１日～平成23年３月31日

（申請締め切り日  平成23年３月31日）

接種医療機関 新型インフルエンザの接種契約が国とできている医療機関

接 種 方 法 接種医療機関に直接お申し込みの上、接種を受けてください。

接種ワクチン 新型インフルエンザワクチン又は季節性と新型インフルエンザ

混合ワクチンのどちらかが選択できます。

新型インフルエンザワクチン型インフルエンザワクチンの負担軽減負担軽減についてについて新型インフルエンザワクチンの負担軽減について



　上の表の　　および　　は、予防接種法で定められた定期の予防接種の対象者です。病気にかかりやすい時

期を考慮して定められた期間（標準的な接種期間）である　　の期間中にできるだけ接種を受けましょう。また、

麻しんおよび風しんは標準的な接種期間はありませんが、麻しんは幼児期早期にかかってしまうことが多いた

め、お母さんからの免疫がなくなる生後12月以降なるべく早期に、１期の接種を受けましょう。なお、この

３期・４期は、平成20年度から５年間の措置です。１期・２期の対象となるお子さんは該当しません。

定期予防接種定期予防接種についてについて定期予防接種定期予防接種についてについて

20日から56日まで（３〜８週間）の間隔をおいて初回接種（３回）を行い、
初回接種終了後１年〜１年６ヶ月で追加接種（１回）をします。

4/2生まれ
4/1生まれ

ジフテリア

百日せき

破傷風

麻しん（はしか）

風しん

日本脳炎

注１：１期ＤＰＴ・ＤＴ（追加接種）の標準的な接種期間は、１期初回接種（３回、１期初回に
ＤＴを使用する場合は２回）終了後12月に達した時から18月に達するまでの期間です。

注２：百日せきにかかったことが、明らかな場合でも、ＤＰＴもしくはＤＴが使用できます。
ＤＴを使用した場合の初回接種は２回です。また、ジフテリア、破傷風にかかったお子
さんについても、ＤＰＴもしくは、ＤＴを使用して差し支えありません。

注３：１期の初回接種は、同一種類のワクチンを必要回数接種します。

注４：麻しんおよび風しんについて同時に行う第１期、２期、３期又は４期の予防接種は、麻
しん風しん混合ワクチン（ＭＲ）で接種を行います。

注５：麻しん又は風しんにかかったことが明らかな場合は、かかっていない方のワクチンを用
いても麻しん風しん混合ワクチン（ＭＲ）を使用しても差し支えありません。

注６：日本脳炎の予防接種については個人通知でお知らせしました内容で接種しましょう。

インフルエンザインフルエンザを予防するために予防するためにインフルエンザを予防するために

定期予防接種について
予防接種は予防接種法に基づき、免疫水準を維持するため一人

ひとりの健康状態に合わせ、個別で実施しています。正しく理

解した上で、計画的に定期接種年齢内に受けましょう。（定期

接種以外は、任意接種となり接種料金も実費となります。）

５歳以上７歳未満で
小学校就学前の１年
間（いわゆる幼稚園、
保育園等の年長児）

13歳となる日の属する年度
の初日から当該年度の末日
までの間にある者（中学１
年生に相当する年齢の者）

18歳となる日の属する年度
の初日から当該年度の末日
までの間にある者（高校３
年生に相当する年齢の者）

41日（６週間）以上の間隔をおいて２回接種をします。

６日から28日まで（１〜４週間）の間隔をおいて１期初回接種（２回）を行い、
１期初回接種終了後から概ね１年おいて１期追加接種をします。

予防接種の
スケジュール表

19
歳

18
歳

17
歳

16
歳

15
歳

14
歳

13
歳

12
歳

11
歳

10
歳

９
歳

８
歳

７
歳

６
歳

５
歳

４
歳

３
歳

２
歳

１
歳

９
ヵ
月

６
ヵ
月

３
ヵ
月

ＢＣＧ

ポリオ

◆ 規則正しい生活を行い、睡眠を十分にとりましょう。

◆ 適度な運動をして体力をつけておきましょう。

◆ ３食きちんと食べて栄養バランスを心がけましょう。

◆ ストレスをためないようにしましょう。

◆ 予防接種をうけましょう。

15
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﹁
今
﹂
を
一
生
懸
命
生
き
る
人
っ
て
輝
い

て
い
る
と
教
え
て
く
れ
た
人
が
い
ま
す
。
ど

ん
な
障
害
が
あ
っ
て
も
、
限
ら
れ
た
命
で
あ

っ
て
も
﹁
今
﹂
を
た
い
せ
つ
に
懸
命
に
生
き

て
い
る
人
に
出
会
い
ま
し
た
。

　

私
が
、
養
護
学
校
の
人
に
出
会
っ
た
の
は
、

小
学
校
に
入
学
し
て
ま
も
な
い
こ
ろ
で
し
た
。

私
の
小
学
校
と
養
護
学
校
は
、
交
流
学
習
を

し
て
い
ま
す
。
養
護
学
校
の
人
は
、
車
い
す

に
乗
っ
て
私
た
ち
の
学
校
に
や
っ
て
き
ま
し

た
。

　

そ
れ
ま
で
障
害
者
の
こ
と
に
つ
い
て
あ
ま

り
理
解
し
て
い
な
か
っ
た
私
は
、
車
い
す
に

乗
っ
て
い
る
人
に
対
し
て
﹁
か
わ
い
そ
う
﹂

と
い
う
気
持
ち
し
か
も
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
で
も
、
二
年
、
三
年
と
進
級
す
る
に
つ

れ
て
﹁
障
害
﹂
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
考
え

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

四
年
の
と
き
、
私
は
初
め
て
養
護
学
校
を

訪
問
し
ま
し
た
。
ク
ラ
ス
の
み
ん
な
と
養
護

学
校
小
学
部
の
人
と
一
緒
に
ボ
ー
リ
ン
グ
ゲ

ー
ム
を
し
ま
し
た
。
車
い
す
に
の
っ
て
の
活

動
で
し
た
が
、
生
き
生
き
と
動
い
て
い
ま
し

た
。
と
て
も
楽
し
そ
う
で
し
た
。
私
た
ち
も

負
け
な
い
く
ら
い
楽
し
か
っ
た
で
す
。

　

私
は
、
あ
る
女
の
子
と
す
ぐ
に
仲
良
く
な

り
ま
し
た
。
彼
女
は
と
び
っ
き
り
の
笑
顔
を

も
っ
て
い
ま
し
た
。
楽
し
い
時
間
は
あ
っ
と

い
う
間
に
す
ぎ
ま
し
た
。
帰
る
時
に
、
そ
の

子
と
握
手
を
し
ま
し
た
。
私
が
手
を
差
し
出

す
と
、
そ
の
子
は
﹁
ギ
ュ
ッ
﹂
と
私
の
手
を

力
強
く
握
り
返
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
と
き

の
力
強
さ
と
温
か
さ
は
、
今
も
私
の
手
の
中

に
、
印
象
深
く
残
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、

私
の
心
の
な
か
の
﹁
障
害
者
﹂
と
い
う
壁
が

ス
ー
と
消
え
た
瞬
間
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
も
、
写
真
交
換
、
手
紙
交
換
な
ど

で
交
流
は
続
き
ま
し
た
。

　

楽
し
み
に
し
て
い
た
五
年
生
の
交
流
学
習

の
日
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
私
の
ク
ラ
ス
と

交
流
し
て
い
た
そ
の
子
は
、
そ
の
日
、
体
調

が
悪
く
て
参
加
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。﹁
一

年
前
は
あ
ん
な
に
元
気
だ
っ
た
の
に
。﹂
期

待
し
て
い
た
だ
け
に
、
と
て
も
残
念
で
し
た
。

そ
の
と
き
、
心
の
中
に
あ
る
思
い
が
芽
生
え

ま
し
た
。﹁
あ
ん
な
に
苦
し
そ
う
な
病
気
な

の
に
、
な
ん
で
あ
ん
な
に
み
ん
な
が
ん
ば
っ

て
勉
強
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
動
い
た
り
し
て

い
る
の
だ
ろ
う
か
。
苦
し
い
訓
練
を
し
て
ま

で
生
き
よ
う
と
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
世

界
に
は
、
自
ら
死
ん
で
い
く
人
が
た
く
さ
ん

い
る
の
に
。﹂
そ
し
て
、﹁
生
き
る
っ
て
ど
う

い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
か
。﹂
と
い
う
疑
問

が
私
の
中
に
で
て
き
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
疑
問
を
も
っ
た
ま
ま
、
小
学
校
六

年
の
最
後
の
交
流
の
季
節
が
、
ま
た
や
っ
て

き
ま
し
た
。
去
年
は
参
加
で
き
な
か
っ
た
あ

の
子
も
、
あ
の
す
ば
ら
し
い
笑
顔
で
元
気
に

や
っ
て
き
ま
し
た
。

　

も
う
こ
の
と
き
は
、
私
の
心
の
中
に
、﹁
障

害
者
﹂
と
い
う
思
い
は
な
く
な
り
、
私
と
同

じ
﹁
人
間
﹂
と
い
う
思
い
し
か
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。﹁
養
護
学
校
に
い
る
み
ん
な
も
小

学
校
に
い
る
私
た
ち
も
、
み
ん
な
お
ん
な
じ

な
ん
だ
。﹂
こ
ん
な
気
持
ち
で
参
加
し
た
六

年
の
交
流
学
習
は
、
最
高
の
も
の
で
し
た
。

　

そ
し
て
、
卒
業
式
の
せ
ま
っ
た
あ
る
日
、

校
長
先
生
が
、﹁
昨
日
、
養
護
学
校
で
卒
業

式
が
あ
り
ま
し
た
。﹂
と
知
ら
せ
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
一
足
先
に
卒
業
し
て
う
ら
や
ま

し
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

　

し
ば
ら
く
し
て
、
私
た
ち
の
卒
業
式
が
あ

り
ま
し
た
。
卒
業
式
の
日
、
卒
業
証
書
を
受

け
取
っ
た
と
き
、
私
は
、
心
が
熱
く
な
り
ま

し
た
。
感
動
し
ま
し
た
。
そ
の
瞬
間
、
養
護

学
校
の
人
の
顔
が
浮
か
び
ま
し
た
。
あ
の
子

た
ち
も
同
じ
よ
う
に
感
動
し
た
の
だ
ろ
う
な

と
思
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
そ
の
と
き
、
養
護
学
校
の
人
た

ち
は
、
こ
の
感
動
が
﹁
生
き
る
力
﹂
に
な
っ

て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。
養
護
学
校
の

み
ん
な
は
私
が
ま
だ
知
ら
な
か
っ
た
﹁
生
き

る
﹂
と
い
う
大
切
さ
を
知
っ
て
い
た
ん
だ
と

分
か
り
ま
し
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、﹁
今
を
大

切
に
﹂
前
向
き
に
生
き
て
い
る
の
だ
と
思
い

ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
一
緒
に
交
流
し
た
私
も
、
彼
女

た
ち
の
生
き
る
姿
勢
か
ら
、
あ
の
笑
顔
か
ら
、

﹁
生
き
る
﹂
こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

　

﹁
今
﹂
と
い
う
二
度
と
め
ぐ
っ
て
こ
な
い

時
間
。
こ
の
時
間
を
む
だ
に
せ
ず
、
一
生
懸

命
生
き
て
い
き
た
い
で
す
。
生
き
て
い
る
こ

と
に
感
謝
し
た
い
で
す
。

　

他
の
人
に
も
、
い
じ
め
や
困
難
に
ぶ
つ
か

っ
た
と
き
、
前
へ
一
歩
踏
み
出
す
勇
気
を
も

っ
て
ほ
し
い
で
す
。
私
も
、
ま
だ
﹁
生
き
る
﹂

こ
と
が
ど
ん
な
こ
と
な
の
か
、
知
ら
な
い
こ

と
が
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
。
で
も
い
つ
も
私

は
一
歩
一
歩
前
へ
踏
み
出
す
生
き
方
を
し
た

い
で
す
。

　

鴨
島
第
一
中
学
校
も
養
護
学
校
と
の
交
流

校
で
す
。
さ
ら
に
、
交
流
が
深
め
ら
れ
ま
す
。

今
度
は
、
他
の
小
学
校
出
身
の
人
も
誘
う
つ

も
り
で
す
。
そ
し
て
、
六
月
の
養
護
学
校
の

運
動
会
に
参
加
し
ま
し
た
。
久
し
ぶ
り
の
顔

が
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
し
た
。
生
き
て
い
る
輝

き
が
あ
り
ま
し
た
。
楽
し
い
一
日
で
し
た
。

﹁
が
ん
ば
ろ
う
﹂
と
い
う
元
気
を
も
ら
っ
て

き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
多
く
の
人
に
参
加
し
て
ほ

し
い
で
す
。﹁
生
き
る
﹂﹁
命
﹂
の
意
味
を
感

じ
と
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。
自
分
の
﹁
命
﹂

も
、
人
の
﹁
命
﹂
も
大
切
に
し
よ
う
と
思
い

ま
す
。
そ
し
て
、
自
分
に
も
人
に
も
優
し
く

な
れ
る
自
分
を
発
見
し
ま
す
。

平
成
21
年
度　

全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン

テ
ス
ト
徳
島
県
大
会
よ
り

命
を
大
切
に
生
き
る

かたりあうページ
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行　事

県立図書館協力巡回日 休館日

空き家再生ツアー　　　　　　　　岸 本 葉 子

天女湯おれん　　　　　　　　　　諸 田 玲 子

抱擁、あるいはライスには塩を　　江 國 香 織

金閣寺の燃やし方　　　　　　　　酒 井 順 子

田舎の紳士服店のモデルの妻　　宮 下 奈 都

神の国に殉ず　上・下　　　　　阿 部 牧 郎

成り上がり　　　　　　　　　　江 上 　 剛

ぎっちょんちょん　　　　　　　群　ようこ

木暮荘物語　　　　　　　　　　三浦しおん

★おはなし会　

　26日㈰ 午後２時から

　場 所　図書館幼児室

★図書館が閉っている時の返却本は玄関横のブックポストに入れて下さい。

※小さなお子様を対象に

した紙芝居の読み聞か

せです。ぜひいらして

下さい。

新着図書一部紹介

　わたしは、図書かんには

点字の本があるのかなと

思っていました。かりたい

本をさがしていると、子ど

も用の点字の本を見つけま

した。目の見えない人の本

もおいてあるので図書かん

はいいなあと思いました。

中にし　夕き

　わたしは、図書かん

の人はやさしいと思い

ます。なぜかというと、

車イスの人が、高いと

ころにある本を見たい

とき、とるのを手つだ

ってくれるからです。

長田　すみれ

　図書かんの人は、いっぱいしごとを

してすごいと思いました。それに、は

じめて図書かんに行った子どもにも、

にこにこして「こんにちは。」と言っ

てくれるのでやさしいなと思いました。

上野　まひろ

　図書かんの人はやさしかったです。ぼくた

ち19人ぜんいんのしつもんにていねいに答え

てくれたからです。ぼくが、「図書かんの人

は、本のある場所をぜんぶ知っているのです

か。」とたずねると「だいたい知っていま

す。」と言ったので、すごいと思いました。

いない　にる

　図書かんは、いろいろくふうをしているんだな

と思いました。休みの日でも本がかえせるように、

外にブックポストがありました。中に入ると木で

作ったタカがおいてありました。なぜおいてある

のか聞いてみると、見る人がよろこんだり、たの

しんだりするからと教えてくれました。

えのき　ゆいち

図書館見学図書館見学図書館見学図書館見学図書館見学
　10月28日⑤、

横瀬小学校２年生

19名が図書館見学

に来てくれました。

　保存期間がきれた図書館の雑誌等をおわけいた
します。ぜひ、見にきてください。

　あなたが今借りられている図書館の本・

DVD・ビデオ・CD等で返却期間がすぎて

いるものはございませんか？お確かめのう

え、年内に返却をよろしくお願い致します。

日時　12月１日㈬～５日㈰　
場所　勝浦町図書館

図書館からのお願い

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30 31

図書館
だより
図書館
だより



18

古紙の出し方

　ガムテープなどは使わず、 ひもで束ねて出す。

古紙の分け方

①段ボール
　厚手の菓子箱などは大丈夫です。

②新聞紙・折込チラシ
　「広報かつうら」 のようなものは雑誌へ

　新聞紙・折込チラシは一緒にひもで束ねて出す。 

③古本・雑誌・紙
　　同じ種類に分ける。 厚い表紙は破って段ボールへ

　　ビニール封筒に入った雑誌などは、 ビニール封筒

　　をはずす。 

　　ビニール窓のついた封筒はビニールをはずす。

古紙の回収にご協力を!
指定場所と12月の受取日時

ボランティアグループ「勝浦を考える会」

指定場所 

指定場所 

受取日時

受取日時

（中角）勝浦町農村婦人の家敷地内
　　　 リサイクル保管庫
11月28日㈰～12月３日㈮
12月24日㈮～27日㈪
午前８時30分～午後５時

（横瀬）勝浦町民体育館裏
　　　 リサイクル保管庫
12月５日㈰～10日㈮
12月24日㈮～27日㈪
午前８時30分～午後５時

※午後５時から午前８時30分まで保管庫を施錠します。 　
　絶対、 保管庫の外に古紙を置かないようにしてください。

出してはいけない物 （禁忌品）  

粘着物

金属

フィルム
や合成樹脂

特殊な薬剤
が 塗 布
さ れ た 紙

その他

粘着テープ、 シール、 ワッペン類、 糊が
多量に使われているもの

金具がついたファイル、 金属クリップ類

フィルム類、 セロハン、 発泡スチロール、 
プラスチック製品、 ビニールコート紙

耐水性段ボール、 紙コップなどのワック
ス加工紙、 酒の紙パック、 写真、 油紙、 
レシートなどの感熱紙、 カーボン紙、 ペ
ットのえさ袋

カセットテープ、 アルバム、 手さげ紐が
ビニールの紙袋、 セメント、 ビニールが
含まれた米袋、 紙以外のもの

【問い合わせ】　勝浦町住民課　☎(42)1501

　　　　　　　IP ㈹ 050（3438）7148

ビン（無色･茶色･その他）収集日程表
収集日 地区 設  置  場  所

収集日 地区 備　考

14日㈫ 中山 中 山 集 会 所 前

 ３日㈮
17日㈮

立川・中山

横瀬・坂本

原則第１・３金曜日ただし

祝祭日やお盆は変更してい

ます。ご注意ください。

ペットボトル・白色トレイ収集日程表

21日㈫ 立川 前田さん宅前ごみフェンス横

28日㈫

横瀬

坂本

横 瀬 集 会 所 前

小 倉 さ ん 宅 前 三 さ 路

広 瀬 さ ん 宅 東

出見勢中央常会ゴミフェンス横

前 川 農 村 公 園

佐野さん宅前ごみフェンス横

久保の内ごみフェンス横

長福寺前ごみフェンス横

旧JA坂本出張所上ごみフェンス横

綿綿100100％古着回収％古着回収のお知らせお知らせ綿100％古着回収のお知らせ

12月16日㈭
午前９時から午後４時まで
勝浦町リサイクルプラザ
（横瀬　速水商店前） 
リサイクルプラザ内の回収用コンテナ
に入れてください。綿100％で無い等、 
不適品は持ち帰っていただきます。

日時

場所

方法

不用犬引き取り日

※登録している犬の場合は印鑑、鑑札及び
　県の収入証紙が必要です。

２日㈭
16日㈭

12月
ごみは正しく出して美しい町をつくりましょう

分別ステーション設置地区は、 毎日出すことができますが、 年末
年始等の連休には集中しないように計画的に出してください。
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短
歌
学
級
作
品
よ
り

安
心
ダ
イ
ヤ
ル　

♯
９
１
１
０

一
人
で
悩
ま
ず
に

勇
気
を
持
っ
て
相
談
を
！

新
涼
の
稼
勢
山
は
時
雨
煙
り
た
る
昨

日
の
暑
さ
忘
れ
い
る
な
り

坂
本　

菅
内
久
美
子

ル
ー
ム
ミ
ラ
ー
に
写
る
山
肌
見
つ
む

れ
ば
蜜
柑
畑
に
人
影
動
け
り

坂
本　

木 

下 
茂 
子

﹁
お
は
よ
う
﹂と
言
え
ば
寄
り
来
て
お

は
よ
う
と
吾
が
家
の
犬
は
喜
び
尾
を

振
る           　

生
名　

岩 

本 

敏 

子

秋
風
に
真
赤
に
波
打
つ
マ
ン
ジ
ュ
シ

ャ
ゲ
掘
り
て
食
せ
し
戦
爭
悪
夢

星
谷　

谷
崎
ツ
ヤ
子

打
ち
寄
す
る
齢
の
波
に
逆
ら
え
ず
楽

し
き
事
の
少
な
く
な
り
ぬ

坂
本　

山 

口 

昭 

市

敬
老
の
日
嫁
ぎ
間
も
な
い
孫
娘
よ
り

見
事
な
生
花
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
届
く

　
　
　
　

横
瀬　

廣
安
美
枝
子

﹁
働
け
る
う
ち
が
花
﹂だ
と
話
し
つ
つ

今
朝
も
急
ぎ
て
弁
当
作
る

　
　
　
　
　

立
川　

堀 　

 

梅 

子

老
い
二
人
小
さ
き
庭
は
花
ざ
か
り
草

を
引
く
吾
水
や
る
夫

横
瀬　

桜
木
千
代
子

待
ち
か
ね
し
横
瀬
・
中
山
秋
祭
り
真

赤
に
そ
ま
る
空
あ
お
ぎ
見
る

棚
野　

北
島
ア
サ
ノ

親
友
と
過
ご
せ
し
一
日
懐
か
し
く
七

十
路
行
く
並
み
の
話
し
す
る

横
瀬　

丸 

関 

朋 

子

菜
園
に
印
の
竹
立
て
真
先
に
秋
誘
え

る
赤
と
ん
ぼ
来
る中

山　

溝
内
喜
美
代

這
え
ば
立
ち
毎
日
変
り
し
事
覚
ゆ
曾

孫
の
仕
草
に
癒
さ
れ
て
お
り

中
角　

花 

岡 

福 

枝

ひ
こ
ば
え
の
稲
穂
は
熟
れ
る
を
待
た

ず
し
て
引
き
倒
さ
れ
て
肥
料
と
な
ら

む                  

横
瀬　

日 

下 

克 

子

お
盆
前
高
熱
出
し
て
病
院
へ
亡
夫
迎

え
に
来
な
い
で
と
祈
る

中
山　

猪
谷
喜
美
代

後
続
の
車
の
数
は
増
え
ゆ
く
も
先
頭

車
は
た
だ
悠
々
と
ゆ
く

棚
野　

殿 

川 

早 

苗

す
が
り
つ
く
児
を
振
り
向
か
ず
職
場

へ
と
走
り
し
若
き
日
の
に
が
き
思
い

出                  

棚
野　

田 
中 
茂 

子

老
い
る
の
は﹁
悲
し
き
事
﹂と
言
い
し

亡
母
に
吾
の
齢
は
近
づ
き
て
お
り

横
瀬　

中
田
ヤ
ス
ヱ

次
回
作
品
募
集

12
月
５
日
締
め
切
り　

川
柳
一
人
二
句

あ
て
先　

棚
野　

竹
田
あ
ゆ
み

１
月
５
日
締
め
切
り　

俳
句
一
人
二
句

あ
て
先　

生
名　

丸 

山 

香 

月

　

年
末
に
は
、
各
種
犯
罪
及
び
事
故
の
多

発
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
を

未
然
に
防
止
す
る
た
め
、
12
月
１
日
か
ら

12
月
31
日
ま
で
の
間
﹁
年
末
特
別
警
戒
﹂

を
実
施
し
ま
す
。
期
間
中
は
、
次
の
こ
と

を
重
点
と
し
た
年
末
特
別
警
戒
を
実
施
し

ま
す
。

・
金
融
機
関
等
を
対
象
と
し
た
強
盗
事
件

　

等
の
未
然
防
止
活
動
の
強
化

・
街
頭
犯
罪
の
抑
止
と
検
挙
活
動
の
推
進

・
振
り
込
め
詐
欺
撲
滅
対
策
の
推
進

・
暴
力
団
犯
罪
の
総
合
的
取
締
り

・
少
年
非
行
防
止
活
動
の
推
進

・
交
通
安
全
運
動
の
推
進

・
雑
踏
事
故
の
防
止

■
経
験
者
講
習

　

12
月
９
日
㈭　

阿
南
警
察
署

■
年
少
資
格
認
定
講
習

　

12
月
15
日
㈬　

小
松
島
警
察
署

 

慌
た
だ
し
い
年
末
は
、
日
頃
気
を
付
け

て
い
る
事
柄
が
お
ろ
そ
か
に
な
り
が
ち
で

す
。
被
害
に
遭
う
前
に
防
犯
面
等
に
注
意

を
払
っ
て
、
明
る
い
新
年
を
迎
え
て
く
だ

さ
い
。

 

安
心
・
安
全
の
た
め
に
、
皆
様
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

小
松
島
警
察
署
か
ら
の

お
知
ら
せ

小
松
島
警
察
署
か
ら
の

お
知
ら
せ

年
末
特
別
警
戒
実
施
中
！

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
！

安
心
の
街

12
月
の
猟
銃
等
講
習
会
開
催
日
程  

し
ぐ
れ

よ
わ
い

し
る
し

い
や

は  

は

よ
わ
い
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日 月 火 水 木 金 土

12月 勝浦郡夜間救急当番表

勝浦病院 ☎42-2555 上勝診療所 ☎44-5010
平日：午後６時~翌朝午前９時　休日：午後７時~翌朝午前９時

平
成
22年

12月
１
日
発
行
　
 　
　
編
集
・
発
行
　
勝
浦
町
住
民
課
　
　
　
 〒771-4395  徳

島
県
勝
浦
郡
           勝

浦
町
大
字
久
国
字
久
保
田
3　

TEL（
0885）42-1501　

FAX（
0885）42-3028　

ホ
ーム
ペ
ー
ジ
　
http://w

w
w
.tow

n.katsuura.lg.jp　
　
　
E-m
ailア
ド
レ
ス
　
jyum

in＠
town.katsuura.lg.jp　

　
　
印
刷
　
鳥
海
印
刷
㈲

N
o.4

8
6

1 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30 31

ご結婚おめでとう

大字中角字前山 花 岡 陽 介
小松島市 高 橋 典 子

大字三溪字上川原 穏 台 祐 樹
徳島市 清 原 明 菜

世帯数

男 性

女 性

計

2,170戸

2,888人
3,109人

5,997人

出生
死亡
転入
転出

男
男
男
男

０人

３人

４人

４人

女
女
女
女

０人
４人

５人

６人

計
計
計
計

０人

７人

９人

10人

人  口 平成22年10月31日現在

お悔やみ申します

大字沼江字平間 (77歳)藤 木 文 夫

大字三溪字中村 (61歳)鶴 居 市 次

大字三溪字上川原 (94歳)西 蔭 　 男

大字沼江字黒岩 (73歳)三 好 俊 江

大字三溪字栗城 (90歳)相 原 　 一

大字三溪字西谷 (85歳)伊 丹 安 子

大字三溪字栗城 (92歳)堀 　 源 一

平成22年10月16日〜11月15日  （敬称略）

お誕生おめでとう

大字三溪字平 長男 翔 太
柿 原 昌 典

　 　 美 鈴

しょう た

心配ごと相談 ☎（42）4652
IP 050（3438）8457

交流講座ご案内
☎（42）3305　 IP 050（3438）8631

mail:kaikan@town.katsuura.lg.jp

日時　３日㈮ ・10日㈮ ・17日㈮ ・24日㈮  
　　　午後１時～４時30分
場所　勝浦町住民福祉センター１階
内容　人権・行政・厚生・福祉
※相談日以外でも予約は承ります。　 

年 金 相 談

日時　12月11日㈯
　　　午前９時30分～午後４時　 　 

☆年金に関する電話での相談は、 
　「ねんきんダイヤル」 で承ります。 
　☎0570（05）1165 （IP 電話･PHS）03（6700）1165

☆「ねんきん定期便」 に関する電話での相談は、
　「ねんきん定期便専用ダイヤル」 で承ります。
　（「ねんきん特別便」に関するお問い合わせについても

　お受けいたします。） 

　☎0570（058）555 （IP電話･PHS）03（6700）1144

場所  勝浦会館

場 所  徳島南年金事務所

持参物  年金手帳・年金証書等

休日年金相談

日時　毎週月曜日 

　　　午前８時30分～午後７時　 

時間延長年金相談

10月16日〜11月15日

(久国 )さん山 田 敏 信

善意ありがとうございました

から善意銀行に善意がよせられました。

ありがとうございました。

　近隣地域との交流事業として、今月も各種

講座を次の通り開講いたします。

◎大正琴は初心者コースもあります。

12月は休み
12月は休み
12㈰・19㈰
13㈪・27㈪

２㈭・16㈭
10㈮

陶 芸
踊 り
歌 謡
生け花

大正琴

午後 7:30～9:30
午後 2:00～4:00
午後 7:30～9:30
午後 7:30～9:30

㈭ 午後 1:00～3:00
㈮ 午後 7:00～9:00

教室名 実施日 時　間
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